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日本 の 白 鳥NihonnoHakucho（SwansinJapan） （34） ：23－26，2010

福 島県楢葉地 区の越冬 白鳥 の生活様式 （2008年月，3月 ）
｛

柿澤亮三

〒319－0123茨 城 県 小 美 玉 市 羽 島2718－28

1． はじめに

福島県の浜通 り地方に位置す る双葉郡楢葉町上繁岡の大堤 （農業用水池），その北方

約3．3kmの 富岡町毛萱のもみ じ川河 口，大堤の南方約5kmの 楢葉町木戸川河 口の3地 点

は，白鳥の越冬地 として知 られている．大堤の池辺 には白鳥観察舎があり，朝夕の定

時刻 に古米を主体 とした給餌がな されてお り，町を挙げて 白鳥保護に取 り組んでい る

（写真1）．もみ じ川河 口毛萱橋附近の渡来地 （写真2）でも，朝夕2回 の古米を主体 とし

た給餌がな されている．一方，木戸川河 口附近 の渡来地 （写真3）では，不定期な給餌

が行 われ ている．これ ら比較的近距離の渡来地の白鳥を便宜的に “楢葉地区の 白鳥”

と，筆者 はとらえている．

この楢葉地 区の3地 点の渡来地 同志では，メンバーの交換があるのであろ うと予

測 したので，大堤を中心に朝の塒か らの飛び立ち（塒 出）と夕方の塒入 りの個体数を記

録 し，この地区の越冬後期 の白鳥の越冬生活のパターンを明 らかに しようと試みるた

め，2008年2月 と3月 に調査を行 った．

2． 調査 結果

（1）大 堤 の 白鳥 の朝 の飛 び立 ち と塒 入 り

大 堤 にお け る 白鳥 の朝 の飛 び 立 ち を調 べ るた め，2H16目 午前5時30分 ～9時30分 に

観 察 を行 った ．5時30分 には まだ真 暗で あっ たが，6時 には大分 明 る くな り， コハ クチ

ョウが 目を覚 ま して ，水面 を移動 し始 めた．以 下時 間 をお って 白鳥 の動 き を記す ．

6時11分 ， コハ クチ ョウが飛 び立 つた めの風 を探 し始 め る．

同19分 ，7羽 が飛 び立っ ．

以後10分 ご との飛 び立 ち数 と，一 度 は飛び 立 った が再び 降 りる数 を以 下に記 す と．

6時21分 ～30分 ，飛 び立 ち32羽 ，飛 び入 り1羽 ．

同31～40分 ，飛 び 立 ち93羽 ，飛 び入 り2羽 ．

同41分 ～50分 ，飛 び立 ち48羽 ，飛 び入 り5羽 ．
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写真1． 上 繁 岡大 堤 白鳥 渡 来 地 、2008年1写 真2． もみ じ川 河 口毛 萱橋 附 近 の 白鳥 渡

月18日 撮影 ． 来 地2008年1月18日 撮影 ．

同51分 ～07時 ，飛 び立 ち41羽 ，飛 び入 り4羽 ．

7時01分 ～10分 ， 飛び 立 ち22羽 ，飛 び入 り4

羽 ．

で あっ た．したが って6時19分 ～7時10分 に大

堤 か ら飛 び 立 った 白鳥 は全 て コハ クチ ョウ

で， 計243羽 で あった ．そ の うち再 び池 に戻

った ものは計16羽 で あったの で，この朝 ，大

堤か ら出て行 った コハ クチ ョウは227羽 で あ

った ． これ か ら しば ら くの間 は， 白鳥 の 出

入 りは な く，8時 半 頃 に給餌 が行 われ た．

一 三」己 主t
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写 真3． 木 戸川 河 口付 近 の 白鳥 渡来 地 ．2008

年3月18日 撮 影 ．

8時55分 にオオハ クチ ョウの一家族6（幼 鳥4）羽 が大堤 か ら飛 び立 った．

9時08分 に 白鳥 のカ ウン トを行 った が，オオ ハ クチ ョウ104（幼 鳥6）羽 で あった ．幼鳥6

羽は ，幼 鳥 がそれ ぞれ3，2，1羽 の3家 族 で あった ．大堤 に残 った コハ クチ ョウは115（幼

鳥5）羽 で ，5羽 の幼 鳥 は幼鳥4羽 と1羽 の2家 族 で あった ．幼鳥4羽 の家族 の雄親 は， ア

メ リカ コハ クチ ョウで あった．また， コハ クチ ョウ115羽 の うち には2羽 の傷 病鳥 が含

まれ る． これ らの羽 数 を整 理す る と，早朝 ，大 堤で塒 を とって いた 白鳥 は， コハ クチ

ョウ342羽 ，オ オハ クチ ョウ110羽 （うち幼 鳥10羽 ）の合計452羽 で あっ た こ とが分 か っ

た．

この 日，大堤 で のカ ウ ン ト後 ，直 ち に もみ じ川 河 口に車 で移動 し，10時 か ら 白鳥 の

カ ウン トを行 った．こ こで は268羽 の 白鳥 をカ ウン トし，オオハ クチ ョウが12（幼 鳥4）

羽 ， コハ クチ ョウ256（幼 鳥40）羽 で あった ．後述 す るが ， もみ じ川 で は若 干 の 白鳥 が

塒 を と り，大 多数 の 白鳥 が大 堤か ら飛来 す る こ とがわ かって い るの で，コハ クチ ョウ

は大堤 を飛 び 立 った数 よ りも29羽 多 く，オ オハ クチ ョウは4羽 （成鳥 ）多 か った． 車で

の移 動 時間 は約10分 で あ り，かつ飛 翔 中の 白鳥 を見付 け易 い地形 な ので，この33羽 の

白鳥 が観 察者 の移動 中に飛来 した とは考 え に くい ．もみ じ川 の40羽 の コハ クチ ョウの

幼鳥 の内訳 は ，幼鳥 つれ の家族 が19家 族 で．1家 族 あた りの平均幼 鳥数 （broodsize）
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は2．1羽 で あ った．幼 鳥1羽 つ れ の家族 が6家 族 ．2羽 つれ が7家 族 ，3羽 つれ が4家 族 ．4

羽つれ が2家 族 で あ った．

大堤 で の 夕方 の 白鳥 の飛 び帰 り（塒 入 り）を調 べ るた めに2月15日15時40分 ～18時 に

観 察 を行 った．17時28分 に4羽 の コハ クチ ョウが飛 び 立 ったが ，同30分 か ら40分 の間

に82羽 が 大堤 に降 りた．そ の後 も 白鳥の塒 入 りは あった が，暗 くて数 を明 らか にで き

なか った ．

（2）もみ じ川 の 白鳥 の 出入 り

もみ じ川 河 口部 で の 白鳥 の 出入 りを調 べ るた め に，2月28日6時23分 ～8時 に観 察 を

行 った．6時23分 に は，io羽 の コハ クチ ョウが給 餌場 附近 の水面 にいた ．この10羽 が ，

ここで塒 を とった もの か ，あ るい は大 堤 か ら飛 来 した ものかは不 明で あ る．この朝 の

白鳥 の飛来 の様 子 を以 下 に記す と，

6時23～30分 ，飛 び入 り32羽 ．

同31～40分 ，飛 び入 り46羽 ．

同41～50分 ，飛 び入 り72羽 ．

同51～07時 ，飛 び入 り29羽 ．

7時01～54分 ，飛 び入 り23羽 ．

で あ り，この間 こ こか ら飛 び立 っ た 白鳥 は1羽 もい なか った．8時 に個体数 をカ ウン ト

し，212羽 の 白鳥 を記 録 した． うちオオ ハ クチ ョウは，6時42分 に飛来 した10（幼 鳥4）

羽 のみで あ り， コハ クチ ョウが202羽 で あ った ．

もみ じ川 河 口部 で の夕方 の 白鳥 の出入 りを2月28日 の午後 に観察 した ．212羽 の 白鳥

がい たが ，17時42～50分 に61羽 が飛 び 立ち ，同 じ51分 ～18時1分 に95羽 が飛 び立 った ．

ま だ56羽 が川 面 に残 って いた が，暗 くなった ので調査 を終 えた ．この 日の朝 の カ ウン

トと夕方 の カ ウン トは同数 で あ った． 目中の観 察 を行 わ なか ったが，この場所 で の 日

中の 白鳥 の 出入 りは少 ない こ とを示 して い る もの と考 え られた ．

（3）木戸 川 の 白鳥 の出入 り

木 戸川 河 口部 渡来地 で の朝 の 白鳥 の動 き を調 べ るた めに，3月1日5時30分 ～7時 に観

察 を行 った ．5時30分 には，152羽 の 白鳥 が互 い に離れ た3群 となって塒 を とってい た．

オ オハ クチ ョウが22（幼 鳥5）羽 ， コハ クチ ョウ130（幼 鳥32）羽 であ った．7時 まで の観

察 で ， 白鳥 た ちは河川 内で の移 動 はみ られた が， 白鳥 の出入 りは全 くなか った ，

2月28日13時 ～16時42分 に 白鳥 の夕方 の 出入 りを観 察 した．14時50分 の個 体数 のカ

ウン トで は， コハ クチ ョウ95（幼鳥1）羽 ，オ オハ クチ ョウ5羽 （成 鳥）の100羽 を記 録 し

た ．15時 ～16時 に56羽 が川 面 に降 りた が，15羽 が飛 び立 った ．16時1分 ～42分 に は，

35羽 が飛 び 立 った が，降 りた もの は1羽 もい なか ったt16時55分 には河 口部 よ りも4km

程 上流 の木 戸川 に35羽 の コハ クチ ョウが採 餌 して い るのを観 察 した．

3． ま とめ

（1）楢葉地区の越冬個体数

楢葉地区の3か 所の白鳥渡来地，大堤，もみ じ川河 口，木戸川河 口で越冬す る白鳥

1
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表1楢 地 区 の越 冬 は 白鳥 の 固体 （20082月16日 前9時 ～10時40分 ）．

場 所 白鳥 類 コハ クチ ョ ウ オ オハ クチ ョ ウ

大堤

もみじ川

木戸川

総計

219（11）

216（44）

86（17）

521（72） ＊

115（5）

204（40）

60（9）

379（54）

104（6）

12（4）

24（8）

140（18）

（ ）の 数値 は幼 鳥 数 ，

＊木 戸川 で は コブ ハ ク チ ョウ2羽 を記録 した た め総 数 に加 えた ，

の，越冬後期の2月16日 の個体数 を表1に 示 した．この時には520羽 前後の白鳥類 を記

録 した， この 日は珍 しく，2羽 のコブハ クチ ョウを木戸川河 口で記録 した．楢葉地 区

の白鳥の個体数は，時刻によ り場所 ごとの個体数の増減が著 しいので，何時カ ウン ト

したデータなのか注意 を払 うことが必要である．

（2）大堤 ともみ じ川の 白鳥の生活パ ターン

この地 区の 白鳥が塒 としているのは，主に大堤であった．大堤で塒をとった 白鳥の

うち，特にコハ クチ ョウは早朝に大堤を飛び立ち，約3．3km離れたもみ じ川河 口部 に

移動するものが多い，もみ じ川 の白鳥は，大部分は夕方飛び立ち，大堤に戻って塒 を

とる． しか し時期 によって個体数は異なるが，もみ じ川で塒をとるものもいる，例 え

ば，2月16日 の朝，大堤 を227羽 飛び立ったが， もみ じ川 の個体数は256羽 である，29

羽のコハ クチ ョウが もみ じ川 で塒 をとったものと考え られ るか らである．

大堤か らもみ じ川へ移動す るのは主にコハクチ ョウで，オオハクチ ョウは終 日，大

堤に止 まる傾 向を示 した （表1）．オオハクチ ョウが大堤 に執着す る理由は，二つ考 え

られ る．一っは （これが主な理由と考え られ るが），大堤では古米による給餌 と頻繁 に

訪れ る見学者に よる給餌で，充分な量の採餌が可能なことである．もう一つの理 由は，

写真2よ り明 らかな ように，もみ じ川の毛萱附近は川幅が狭 く，また川の流水量が少

ないため水深が浅く，オオハクチ ョウに とって着水，離陸に危険を伴 うためではない

か と考え られ るか らである．

（3）木戸川河 口の越冬 白鳥

木戸川河 口部渡来地で塒を とる白鳥の個体数は不安定であ り，また出入 りも複雑で，

なかなか捕え処が難 しい．白鳥の出入 りが比較的多いとい うことは，大堤 との行き来

が多いもの とも考 えられるが，今回の調査では両地点の関連について，はっき り示す

ことがで きなかった．しか し，木戸川河 口を夕方飛び立った 白鳥の飛行 を，双眼鏡で

ず っと追跡 した ところでは，明 らかに大堤の方向に行き，降下 したことを何度か観察

している．

この渡来地の個体数の不安定なことと，人為的な給餌の不規則 なことには，関連が

あるように思われ るが，確 かな左証を示すだけのデータを持 っていない，木戸川 は，

秋 にはサケが遡上す るほどの大きな川なので，写真3の ように水量 も多 く，川幅 も広

くて，自然の餌が豊かであろうと予測 され る． 自然か らの餌の供給量の多 さも，木戸

川渡来地を特徴づけるものであろ う．


